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動の 3 つを指標として検索した。その結果， Phenobarbital, Chlorpromazine，及び Hydroxy-
-163-
zine は海馬刺激による発作波を抑制し得ない量で， 自発性脳波の徐波化を促がし， 覚醒反応
を抑制し，肝切除家兎ではこれらの作用はさらに著明にあらわれた。 Pethidine-HCl， Bromvaｭ




















3) 臨床的研究;肝性脳症で充奮症状を示す患者 6 例に Meprobamate を投与したところ， 全
例で鎮静効果があり，しかも脳波は不変，もしくは好転し，勿論昏睡に陥ることもなかった。
昏睡~潜在性唇睡を示す10例の肝性脳症にナグラボンを静注したと乙ろ， 4 例の昏睡 l ↓12 例は
完全に覚醒し，脳波的改善は 9 例中 7 例に認めたが，血中アンモニアは有志の減少を認めなか
った。 DOPA を 5 例の昏睡患者に使用し， 覚醒したのは僅か 1 例であったが， 脳波的改善を








DOPA 及びチトクローム C の有効性を認め， 臨床例にも応用し， 多少とも有効な結果を得た
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検討する方法について論じ， 唇睡に対しては， 肝エキス， DOPA チトクローム C の有効性を認
め，充奮症状に対しては，メプロパメートの適量が意識に悪影響をおよばさないで鎮静しうる乙
とを知り，いずれも臨床例に応用し満足すべき結果を得た。
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